





の物語はアイルランドの imrama「航海物語」,キリス ト教的 vision「見神」
文学, そしてギリシア。ラテンの Odyss6e「航海奇談」,その他さまざまの要
素を合わせ持つ興味深い作品である。 中世ヨーロッパの至る所で この物語が
読まれたことは, その写本の数と分布によって 明らかである。 ラテン語散文
Navigatio Sancti Brendani Abbatisの写本は現在 発見されているだけでも
10世紀のものから17世紀のものまでその数は120に達する。 そして同じ中世











2        『聖ブランダンの航海』における中途半端な天使
て彼らが 出会う者たちがすべて善であるか悪であるか はっきりしている(1)の
に, この島の小鳥たちだけは それが明確でない。 善なのか悪なのか はっきり
しないのである。 この小鳥たちは, 実はサタンが 天から追放されたとき一緒
に墜落した天使である。 カトリックの伝統では, 天使は二つに分けられる。
Les bons anges「良い天使」と les mauvais anges「悪い天使」であり,後者













語, アングロ。ノルマン語,古フランス語の versionsを取 りあげることにす
る。)を比較検討しながら明らかにしていきたい。これが本論文の目的である。
なおこれらの versionsは大きく次の二つのグループに分けることができる。
I)Navigatio Sancti Brendani Abbatis(ラテン語散文)およびそれらの忠実な
翻訳であると考えられる古フランス語散文と,古フランス語韻文,II)Voyage
de Saint Brendan(アングロ・ノルマン語韻文)そしてこの VOyage de Saint
Brendanの翻訳であるラテン語韻文。便宜上 IをNa宙gatio系,ⅡをVoyage
系と呼ぶことにする。テキス トには Navigatio系としてCarl Selmer版のラ
テン語散文 Navigatio Sancti Brendani Abbatis,Wahlund版の古フランス
『聖ブランダンの航海』における中途半端な天使
語散文 ③ De saint Brandainne le moineとlBI De monseigneur saint
Brandanおよび Jubinal版の古フランス語韻文 De Saint Brandansを使用
し,Voyage系として,Waters版および Short版のアングロ。ノルマン語韻




っているQたとえば,Navigatio Sancti Brendani Abbatisでは
Erat autem super illum fontern arbor 夕γzグγθ ′αιづノz`ダづπづs in girurrl, ,2ο% 夕,oグタZπS
α′′づι%αづ%づs, cooperta auibus candidissilniso ln tantum cooperuerunt illam ut








グロ・ ノルマン語の Voyage de Saint Brendanの次の一節である。
Al chef del duit out une arbre
ltant b′απεんι cunl marbre,
E les fuiles inult sunt ledes,
De γ%gθ e bノαπε taceledes.
De haltece par vedue
Muntout l'arbre sur la nue;
Des le sum6t desque en terre
La brancheie mult la serre
E ledement s'estent par l'air,
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び″ηbγαJθノ ノlιグ協 θ ノοJι J'θsεノαJγ,
Tute asise de b′α32εs oiseus





























ラテン語の韻文はアングロ・ ノルマン語の Voyage de Saint Brendanを
手本にしたといわれているが, この本の問題はそこでどう取 り扱われているか
みてみよう。
Arbor marmor Pariunl   superans θα%αOγθ
Parte ripe cernitur   in secretiore,
Lata densans folia:   bづ%ο sθ%ノタノαj″ογθ
ニグノづογ%夕π gノογづα   γοsθ ε%% γ%bογθ.
Stipes stupor nubibus   arboris elatee
Ramos ex se sperserat   sPaCiantes late
Longos et innumeros   PlenOS novitate,
Avibus nitentibus  ,oグυグs εJαγづ′α′θ. (ラテン語韻文,スタンザス 90,91)
(Paresの大理石より白い木が岸から遠くにきわ立っていた。茂った広い葉は百合の
栄光とバラの赤をあわせ持つ二重の花が彫られている。驚 くほど高いその幹は雲まで
届 く。幅広 く枝を伸ばし,その枝は長 く,無数で比類ないもの。そして雪のように輝
く小鳥たちでいっばいであった。)
これは非常に装飾的,詩的な文章である。ここでは美を強調する表現が多く使
われている上に,アングロ0ノルマン語の Voyage de Saint Brendanのあ
の「陰をおとし,光を遮る」という文章がみられない。したがって, このバラ
トの赤がここで死を表わすとは考え難い。ここではただ美しさだけが描かれてい











系では,その小鳥は Nos sumus de illa magna ruina antiqui hostis(Nαυタ
″″ο:Caput ll,35)と言う。つまり,antiqui hostisとはサタンのこ であ
るから,サタンが墜落したとき一緒に落ちた者であるということである。それ
に対しVoyage系は Angele sumus,E enz en ciel jadis fumus;E chimes
de halt si base…(7りα″ v.V・521-523)(我々は天使である。 かつては天
にいたが落ちた)という。先に挙げた Navigatio系では,小鳥たちは自分たち














hostis「神の敵」であることが罪である。 ただし, Navigatio系の versions
の うち Navigatio Sancti Brendani Abbatisの写本AとK③および古 フラン







アングロ・ ノルマン語の Voyage de Saint Bren‐
はっきり示 されている。
E challnes de halt si bas
Odノ'ογg%づJJ%s e od le las
Par s%夕θγbθ qui revelat,
Vers sun Seignur mal s'eslevat.
Cil fut sur nus inis a]meistre,
De vertuz E)eu nus doust paistre;
Pur oc que fut de grant saveir,
Sil nus estout a meistre aveir.
Cil fud inult fels par s%夕θγbθ,







Sumus cum Lucifero   lucidi creati,
Cetus quidam subditus  ejus majestati.(ラテン語韻文,スタンザス 95)
(我々 は Luciferと共に輝しく創造された。一頭の怪物が Luciferの威厳にとって
代った。)
文字通 りでは何のことかよくわからない。Luciferという名は, もともと金星
にあてられた名前で,この星は 1'6tOile du matin「暁の星」,1'6toile de berger
「羊飼いの星」,porte lumiёre「明星」 とも呼ばれる。そうすると Luciferと
い う名と墜天使の話は次に引用するイザヤ書14-12～15の中で結びつけられる。
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Corninent es‐tu tomb6 du ciel,
ι′οづノθα%%α′れ,ルJS αθ J'α%γογθ
As t¨u 6t6 jet6 a terre,
vainqueur des nationsP
Toi qui avais dit dans ton coeur:
“J'eSCaladerai les cieux,
au‐dessus des 6toiles de Dieu j'61ёverai mon tr6ne,
je si6gerai sur la rrlontagne de l'Assemb16e,
aux conins du septenturion.
Je mOnterai au sommet des nuages,
je m'6galerai au Trёs一Haut."
Mais tu as 6t6 pr6cipit6 au sh6ol,





Puis un second signe apparut au ciel: un 6norme E)ragon rouge feu, a sept
tetes et dix cornes, chaque tete surmontle d'un diademe. sa queue balaie
le tiers des 6toiles du ciel et les pr6cipite sur la terre。(L'APPCALYPSE
12-3,4)
Alors il y eut une bataille dans le ciel: Michel et ses anges combattirent
le Dragon. Et le Dragon riposta, avec ses Anges, mais ils eurent le dessous
et furent chass6s du ciele On le jeta donc, 1'6norme E)ragon, 1'antique Ser‐
pent,le]Diable ou le Satan, comlne on l'appelle,la s6duction du monde entier,













Puis que out 9o fait, lui servimes,
E cum an9eis obedilnes;
Pur 9o sumes deserit6t
De cel regne de verit6t,(7οノαgθ,V・V0533～536)
(サタンが罪 を犯 した後 も我 々は彼に仕 え,以前 のよ うに従 った。そのために我 々は
真実の王国から遠ざけられた。)
Ei dum paruilnus   post ausum peccati,
Cum ruente ruimus:(ラテン語韻文,スタンザス 95)
(Luciferが大胆に罪を犯した後も我々は彼に仕えたので落ちる者 (=Lucifer)と共
に落ちた。)
このように Voyage系は具体的に その罪を明示 している。 つま リサタンが罪
を犯 した後 も以前同様にサタンに従 ったとい うことである。
それに対 し Navigatio tt versionsの殆んどは V yage系のようなはっき
りした理由を挙げていない。 たとえば Navigatio Sancti Brendani Abbatis
では,
sed πο% peccando in eorum θο%sθ%s% ノ%うπ%So Sed %bづ fuilnus creati, per
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古フランス語韻文と古フランス語散文 lBlもこれと同じである。つまり小鳥た
ちは「サタンの罪に同調しなかった」のにサタンと共に落ちたことで一致して
いる。 ところが同じ Na宙gatio系の versionsでも, 古フランス語散文0
とNavigatio Sancti Brendani Abbatisの写本Aではこの箇所に次のような
相違がある。
namque η3οχ%ιsづη3%′creati sumus peccando illius ο夕η%づ%ο πο,o θOπιγαグづχづ夕,多πs
(Nαυなαιづο:写本 A)
(実は,我々 が 創造されたときす (゛に,我々 はサタンの罪に完全には反対しなかっ
た。サタンが仲間と墜落したために我々は墜落した。)
Lttais πο%s%θ夕ιελα%レθs ,%づιαづ%s πο%sづεοπsθπιグ%レθs O et′αο%nous fumes crie

















墜落したから (Navigatio系の殆んど全ての versions), 3)サタンの罪に完
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Je COnnais ta conduite:tu n'es ni froid ni chaud―qu  n'es―tu l'un ou l'autre














Pur 9o sumes deserit6t
De cel regne de verit6t.
Mais quant ico par nus ne fud,
Tant avum par D)eu vertud:
N'avum peine si cume cil
Qui menerent orguil cum il.
Mal nen avum fors sul itant:
二α%″θSノθ″S%%θs夕θγαα″ ,
二α夕γθSθ%θθ αθ″αgノογづθ,
E αθυα%′ Dθ%ノα bα〃ογグθ。(7οノαgθ v.v.535～44)
(そうい うわけで我々はこの真実の王国か ら追放 された。しかし罪を犯 したのは我々
ではないので神の恩恵をこんなにも受けている。サタンと共に うぬぼれた天使が受け
ているような苦しみは我々にはない。我々の不幸はただひとつ。それは我々があの成









tio Sancti Brendani Abbatisでみてみよう。
Penas non sustinernus. Hづε 夕γθSθπεづα% Dθづ 夕οssπ"Z%S %づαιγθ, sed tantum
『聖ブランダンの航海』における中途半端な天使        13




らは引 き離 されたということである。 ところが上の文の中の steterunt「残っ
た,忠実であった」が fuerunt superbiとなっている写本が二つある (Navi‐
gatio Sancti Brendani Abbatisの写本AとK)。それ らは「 うぬばれた者た
ちから引離 された,つま り悪い天使の群から引 き離 された」 と言っているので
ある。Navigatio系の他の versionsもこの二つに分かれる。次の通 りである。
(1)Ne sentons paine ne torment,
Et Dθ%αθ θづυθづγ夕οο%S,
Mais compaignie n'i avons
U ciaus g%づθ″θづθJ αι%ογεγθ%′
Quant li autre jus tr6buciёrente(古フランス語韻文 v.v。476～480)
(我々 は苦しみも苦痛も感じない。そして我々はここから神を見ることができる。し
かしサタンたちが落ちたとき天に残った者たちと我々は一緒ではない。)
Nous ne soufrons nule painne. Mais′θ夕γθsιπεttθ αづ%%θ夕οο%s υθづγO Tant




(2) ou nous soumes sanz paine et夕θ%ο%S%ιOづγノα夕γθSα%θθ αθ″%づ. Einsi nous















Voyage de Saint BrendanとNavigatio系の古フランス語散文0において







Navigatio Sancti Brendani Abbatisの小鳥はこう言っている。
Vagamur per diuersas Partes aeris et flrmamenti et terrarurn, sicut alii
S夕づγづι%S qui Ⅱl ttuntur. Sed in sanctis diebus atque doΠl nicis accipiln s
corpora talia qualia nunc uides et cOrrlinoramur hic laudamusque aestrum
creatorem.(Nαυづgαιグο:Caput ll-41～44)




に解されている。 たとえlゴ si coume autre esperit qui sont issu hors de
leurs cors(古フランス語散文lBl)「彼らの身体の外に出た他の霊のように」,
Com autre angle(古フランス語韻文)「他の天使のように」, aussi que li
autre esperite qui sunt enuoiet(古フランス語散文0)「送られてきた他の
霊のように」。 Navigatio Sancti Brendani Abbatisにおいてこの spiritus
『聖ブランダンの航海』における中途半端な天使
が どういう意味で使われていても, この島以外の無限の空間を動き回ること






et uidebatur。.。 illa modulatio et sonus alarum quasi εαγ夕ηθ% タノαπειπS pro
suavitate(Nαυづgαιづο: Caput ll-53～55)
(その抑揚と羽音はやわらかさのため哀歌のように思われた)













ちの天国」と呼ばれる。アングロ0ノルマン語のi Voyage de saint Brendan


















(1)Ro ITO: Navigatio Sancti Brendani Abbatis et Anglo_Normand“Voyage de
Saint:Brendan", La Navigatio est―elle “  mere d ssey" P Bulletin Annuel
d'Etudes Fran9aises No.14の中でこの問題を取 り扱った。
(2)Selmerはlo世紀から12世紀まで18の写本を使用している。
古フランス語散文のは12世紀末,lBlは13世紀末の写本である。




(3)イタリックの Nαυなαιづοは Navigatio Sancti Brendani Abbatis,を7りαgι は
Voyage de Saint Brendanを示す。
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準)Bar F.Les Routes de l'autre monde p.84参照。
(5)写本の詳しい解説が Selmerの序文 と巻末にある。
(6) 《Elle(la b6atitude des bons anges) consiste dans la vision du I)ieu (Mat.
XVHI,10),dans le fait d'etre en sa pr6sence, de former sa cour(H6rb.
XII, 22;Apoce VII, 11), d'etre au service de l'Eglise du Christ。》LA
CRЁATION ET LE PЁCHЁ oRIGINAL p.100より。
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